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突風等短時間予測情報利活用検討会
について

平成19年11月29日
第２回 突風等短時間予測情報利活用検討会

気象庁



2利活用検討会としては終了

利活用検討会における検討の概要

第１回検討会（平成19年7月12日）
気象庁が平成19年度末からの発表を検討している「突風に関する府県気象情報(案)」について、その内容、伝

達及び利活用促進のための広報に係るご助言をいただく。

第２回検討会（平成19年11月29日）
第１回利活用検討会や聞き取り調査の結果を踏まえた、平成19年度末発表開始の「突風に関する府県気象情
報」について、その内容、利用形態、伝達、広報等案について確認及び助言をいただく。また、平成22年度から
提供開始を検討している「突風等短時間予測情報（仮称）」の準備の進め方についてご意見をいただく。

聞き取り調査
気象庁が平成19年度末発表開始を計画している文章形式の「突風に関する府県気象情報」、平成22年度末発表開始を計画している

「突風等短時間予測情報（仮称）」について、関係機関を対象に、内容、伝達、利用方法に係る聞き取り調査を行う。

平成19年度

（その後は、適宜ご助言を・・・）

本日

（検討結果の公表）

（検討結果の公表）

検討会を３回程度開催予定
気象庁が平成22年度からの提供を検討している「突風等短時間予測情報（仮称）」について、具体的な利用・伝
達の方法、利用上の注意等に係るガイドラインの策定を目途にご検討いただく。

平成20年度

第３回検討会（平成20年2月予定）
平成19年度検討した結果と気象庁の業務化に向けた取り組み状況を整理するとともに、平成20年度利活用検討会
等今後の取り組み計画について確認及び助言をいただく。



第一回 利活用検討会での主な議論
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平成19年7月17日気象庁ホームページ掲載 議事概要より



本日ご検討いただくポイント

聞き取り調査の整理

情報の仕様案を確定

情報の想定利用形態を整理

広報・周知（案）の方向性確認

平成19年度末に開始する情報の

シミュレーション事例紹介
情報の実力について共通の認識を持っていただき、
今後の検討のベースとしていただく

利用形態の整理を踏まえた上で、情報の内容、広報
等について確認及び助言をいただく。
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